
[成果情報名] 浸透水の実態と土壌溶液に基づく茶園の硝酸態窒素溶脱濃度の推定 

[要約] 茶園における降雨の地下浸透量は樹冠下部がうね間部の約２倍である。また，うね間部に施肥

を行った場合，浸透水の硝酸態窒素濃度はうね間部でのみ高い。うね間部と樹冠下部の浸透水量割

合を用いて土壌溶液中の硝酸態窒素濃度を補正することにより，茶園から溶脱する硝酸態窒素溶脱

平均濃度の推定精度を向上することができる。 
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［背景・ねらい] 

茶園における硝酸態窒素溶脱濃度の推定は、うね間（施肥部）と樹冠下（無施肥部）の土壌溶液中の

硝酸態窒素濃度を各部位の面積を用いて加重平均することにより行ってきた（H14 関東東海北陸研究

成果情報）。しかし、茶園は樹形が特殊であり、降雨の地下浸透も不均一と考えられ、浸透実態に基づ

いたより精度の高い評価手法を検討する必要がある。 

 

[成果の内容・特徴] 

１．成木茶園における降雨の地下浸透量はほ場内で均一ではなく、茶樹を中心として樹冠下で多く、う

ね間部の約２倍である（図１）。 

 

２．年間窒素施肥量 55Ng/㎡のライシメーター（図２）において、地下１ｍ深の浸透水の硝酸態窒素濃

度は、うね間部で 90～23mg/L、樹冠下部では 17～5mg/L であり、年間をとおして施肥部を含むうね間

部が高く、樹冠下部で低い（図３）。 

 

３．地下１ｍで採取したうね間施肥部および樹冠下無施肥部における土壌溶液中の硝酸態窒素濃度

を部位別浸透水量割合で補正した年間平均濃度推定値は 32mg/L であり、単純に各部位の面積割合

で換算した年間平均濃度推定値 25mg/L に比べて、ライシメーターにおける実測値の平均濃度

34mg/L に近い値である（図４） 

 

[成果の活用面・留意点] 

１．現地茶園で簡易に採取できる土壌溶液データを使って，茶園から溶脱する硝酸態窒素溶脱平均

濃度の推定精度を、うね間・樹冠下の面積割合による手法と比べ、向上することができる。 

２．細粒黄色土での結果である。 

３．幼木等の育成中の茶園では浸透水の分布は異なると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




